
本部⽴ち上げ（訓練⽤・案）

⑥作業開始
作業担当の活動部員はキット
の内容が確認でき次第、作業
を開始する。

②組織図とアクショ
ンカードを確認する
参集した全員で⻄⼝現地本部の組
織図とアクションカードを確認す
る。

⑦机、椅⼦、ホワイト
ボード等を配置する
本部レイアウト図をもとに、机、椅
⼦、ホワイトボード等を配置する。
（裏⾯参照）

参集したメンバーで組織と役割を確認し、協⼒し
て本部を⽴ち上げましょう。

⑧防災無線を配置す
る
２階の学⽣ミーティング室（A
0221）の窓際にある防災無線の
電話機を本部に配置します。

③役割を分担する。
アクションカードを参考に、役割
を分担します。⼈数によっては、
兼任も検討します。また、時間の
経過によって他の班への応援も柔
軟に対応します。

④組織図に体制を書
き込む
組織図に決めた役割分担を記録し、
みやすい場所に掲⽰します。役割
が変わる時は適宜、修正します。

⑤本部レイアウト図
を確認する
本部レイアウト図を広げ、⼤まか
なレイアウトを把握します。

①倉庫から本部⽴ち
上げキットを出す
２階倉庫から現地本部⽴ち上
げキット（ボックス１〜４、
筒、看板）を出します。倉庫
の鍵はかけていません。

⑥看板を設置する
⻄⼝現地本部看板を組み⽴て、
２階の⼊り⼝に設置します。

⑨各班の活動フォル
ダを確認する
本部⽴ち上げキットケースの中に
ある各班のフォルダを取り出し、
各活動に必要な様式類を確認しま
す。

新宿駅周辺防災対策協議会

③情報トリアージ班

［情報が少ない場合や、信憑性の高い情報のみを
扱う場合には、情報窓口班が兼任する。]

（１）情報の入手

１-１）情報窓口班が現地本部内の報告様式にメモした情報を、
様式に沿って評価する。

（２）情報の発信

２-１）情報の優先順位を評価する。

２-２）情報源の信頼性及び情報の信ぴょう性を評価する。

２-３）評価結果を踏まえて取捨選択・整理したうえで、情報
共有班に伝達する。

番号

受信日時

受信手段

取扱いの
優先順位

□完全に信頼できる
自信を持って信頼することのできる情報源

□通常は信頼できる
これまでは有効であったが、特定の場合においていくらかの嫌疑が残る情報源

□ある程度信頼できる
これまで使ったことがあり、その結果からある程度信頼できる信頼をおける情報源

□基本的に信頼できない
こらまで使ったことのある情報源だが、信頼できないことの方が多い情報源

□信頼できない
これまでの実績から信用に値しない情報源

□信頼できるかどうか判断できない
□他の情報源によって正しいことが確認されている

別の情報源により間違いないと確認した

□かなり正しい
別の情報源から間違いないと確認できる

□たぶん正しい
過去の情報又は背景と整合している

□疑わしい
過去に妥当性が確認された情報と一致しない傾向がある

□ありえない
過去に妥当性が確認された情報と明らかに矛盾する

□判断不能
比較できる情報がない
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⻄⼝現地本部の⽴ち上げイメージ


